
GREENGREENCOLUMNCOLUMN
— グリーンコラム工法 —
（六価クロム非溶出型柱状地盤改良）

大地に根をはる
家づくり

住宅基礎地盤工事のことなら
全ておまかせください。

●住宅地盤対策は、地質・地層の調査

　結果により、あらゆる角度から専門

　スタッフによる最適、かつ経済的な

　工法の提案を行います。

●ＢＩＫＥＮの工事チームは、厳しい

    品質管理手法を遵守して、完璧な

　基礎地盤を提供し大切な建物を守り

　ます。

●ＢＩＫＥＮは各種地盤改良工事から、

　鋼管杭・場所打ち杭・パイル・薬液

　注入・その他、住宅地盤の補強なら

　全て施工します。
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その地盤改良は土壌汚染してませんか？

グリーンドロコン 0[ ゼロ ]使用
（六価クロム非溶出型地盤改良材）

安心 ・安全

グリーンドロコン 0 は特許を取得しました。

「特許　第 5047745 号」

NETIS 掲載期間終了製品

技術名称　グリーンドロコン 0
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軟弱地盤の強い味方、信頼のグリーンコラム工法です。

大切な人と建物をしっかりとささえます。

グリーンコラム工法
忘れていませんか？地盤と環境のチェック！

建物を新築する時には、外観や内装の良し悪しばかりでなく、地盤の検討が大変重要です。

グリーンコラムは、どんな軟弱な地盤でも、高品質で安全な改良コラムを築造することにより、

建物の荷重を確実に適切な地層に伝え、不同沈下を防ぎます。

あなたの大切な住宅や建物の計画には、BIKEN の地質調査をぜひお薦めします。

グリーンドロコン 0（六価クロム非溶出型地盤改良材）を使用して土壌汚染を防ぎます。

グリーンドロコン 0は NETIS 掲載期間終了技術です。登録番号 CG-140019-A。

住宅地盤の調査は、当社開発のサウンディング試験機で、又は、地震波を活用した

非破壊探査機で地中の締り度合や土質など、慎重に調査します。

■施工システム

サウンディング試験で得た地中の情報を

コンピューターで解析し、建築基礎構造

設計指針にもとづいて検討します。

コンピューターで解析した結果、地耐力

が足りない場合は、荷重・基礎条件、敷

地条件など検討の上、地盤改良の設計を

行います。

●表層地盤改良

●鋼管杭

●場所打杭

グリーンコラムは、建物の基礎下にミルク状にした、

グリーンドロコン 0を撹拌し、柱状の強固な改良コ

ラムを造ります。

その他の工法

地盤調査 設計システム 工法の選択 施工システム

■特長

グリーンコラムグリーンコラム
工法
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改良体径

φ400

φ500

φ600

φ800

φ1000

GT-1000

GT-1300

DHJ-08

DHJ-12

改良機種

①自記式流量計で施工管理を行います。

②コンパクトなので狭い場所でもＯＫです。

③進入路も２ｍ以上あれば可能です。

④騒音 ・振動が低く、 粉塵の飛散も少なく、 施工環境がバツグンです。




